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（9月29日招集）（9月29日招集）令和2年第3回定例会　提出議案と結果令和2年第3回定例会　提出議案と結果
議案
番号 議　案　名 審議

結果

小
林
　
　
智

山
田
　
良
秋

犾
守
　
勝
義

藤
野
　
和
美

大
野
　
敏
行

畠
山
　
美
幸

長
島
　
邦
夫

青
柳
　
賢
治

川
口
　
浩
史

松
本
　
美
子

渋
谷
登
美
子

森
　
　
一
人

報　告
第５号

令和元年度嵐山町健全化判断比率の報告について
財政の健全化判断比率について監査委員の意見書をつけて報告 報告 － － － － － － － － － － － 議長

報　告
第６号

令和元年度嵐山町資金不足比率の報告について
財政の資金不足比率（水道事業、下水道事業）について監査委員の意見書を
つけて報告

報告 － － － － － － － － － － － 議長

議　案
第36号

嵐山町事務手数料条例の一部を改正することについて
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の
一部改正等に伴う所要の改正

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第37号

令和２年度嵐山町一般会計補正予算（第５号）議定について
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金１億7611万円９千円を含
む普通交付税交付額の決定等に伴う補正（補正額５億6222万３千円）

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● × 議長

議　案
第38号

令和２年度嵐山町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議定に
ついて
前年度保険給付費等交付金の確定に伴い、国民健康保険財政調整基金に4944
万９千円積立歳入歳出総額20億7480万円とする

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第39号

令和２年度嵐山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）議定
について
前年度決算における純剰余金335万２千円が確定、歳入歳出総額を２億4470
万円とする

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第40号

令和２年度嵐山町介護保険特別会計補正予算（第１号）議定について
前年度決算における純剰余金8225万８千円繰り入れ歳入歳出総額を15億4152
万９千円とする

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第41号

令和２年度嵐山町水道事業会計補正予算（第２号）議定について
収益的収入を2217万４千円増額し総額を５億4611万２千円収益的支出総額は
４億8232万５千円とする

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第42号

令和２年度嵐山町下水道事業会計補正予算（第２号）議定について
当年度に属する未収金、未払金の金額を改める 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

認　定
第１号

令和元年度嵐山町一般会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額68億1052万1552円、歳出決算額65億5627万5248円歳入歳出差引額
は２億5424万6304円となった

認定 ● ● ● × ● ● ● ● × ● × 議長

認　定
第２号

令和元年度嵐山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額20億571万6831円、歳出決算額は19億4657万2530円歳入歳出差引
額5914万4301円となった

認定 ● ● ● × ● ● ● ● × ● ● 議長

認　定
第３号

令和元年度嵐山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額は２億2188万4425円歳出決算額は２億1803万2425円歳入歳出差引
額385万２千円となった

認定 ● ● ● × ● ● ● ● × ● ● 議長

認　定
第４号

令和元年度嵐山町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額14億738万4978円、歳出決算額は13億2512万5851円歳入歳出差引
額8225万9127円となった

認定 ● ● ● × ● ● ● ● × ● ● 議長

認　定
第５号

令和元年度嵐山町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
歳入決算額６億4693万6300円歳出決算額は６億1738万1186円歳入歳出差引額
2955万5144円となった

認定 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

認　定
第６号

令和元年度嵐山町水道事業会計決算認定について
収益的収入の決算額は５億1999万8501円収益的支出の決算額４億1961万8501
円、資本的収入の決算額は０円、資本的支出の決算額は２億5925万円1862円。
資本的収入が資本的支出に対して不足する額２億5925万円1862円は減債立金、
過年度損益勘定留保資金などで補てん

認定 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第43号

令和元年度嵐山町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
未処分利益剰余金を減債積立金積立に3210万円、建設改良積立金に1210万円、
自己資本金の組入に6795万9778円処分

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

議　案
第44号

財産の取得について（小中学校学習用タブレット端末）
議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の
規定により議決を求める

可決 ● ● ● ● ● ● ● ● × ● × 議長

報告２件、条例１件、予算６件、認定６件、その他２件、計17件
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史
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発　議
第８号

嵐山町の里地里山環境及びため池の生物多様性・生態系を守る
決議 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

発　議
第９号 刑法性犯罪規定の見直しに係る意見書の提出について 否決 × × × ● × × × × ● × ● 議長
発　議
第10号 選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書の提出について 否決 × × ● ● × × × × ● × ● 議長
発　議
第11号

国土保全及び生物多様性を守るために再生可能エネルギー施設
設置規制法令の確立を求める意見書の提出について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

発　議
第12号

地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意見書の提出に
ついて 可決 ● ● ● × ● ● ● ● × ● × 議長

発　議
第13号

防災・減災・国土強靱化対策の継続・拡充を求める意見書の提
出について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

発　議
第14号 敵基地攻撃能力の保有に反対する意見書の提出について 否決 × × × ● × × × × ● × ● 議長
発　議
第15号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化
に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について 可決 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

※●の網掛けは賛成討論、×の網掛けは反対討論を行いました。

（9月15日招集）（9月15日招集）令和2年第1回臨時会　提出議案と結果令和2年第1回臨時会　提出議案と結果
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報　告
第４号

専決処分の報告について
菅谷小学校西門付近において刈払機で飛んだ小石が乗用車に損傷を与えたこ
とによる損害賠償額

報告 － － － － － － － － － － － 議長

同　意
第３号

嵐山町副町長の選任につき同意を求めることについて
嵐山町副町長に髙橋兼次氏を選任したいので議会の同意を求めるもの 同意 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

同　意
第４号

嵐山町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
宮本大裕氏の任期が令和２年９月30日に満了となるため、引き続き同氏を任
命することに同意を求めるもの

同意 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議長

報告１件、同意２件、計３件

地方自治法第99条の規定により、国（県）への要望・意見を意見書とし
て提出することができます。今定例会では５件の意見書が可決されました。議員提出議案・可決意見書
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・
減
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・
国
土
強
靭
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策
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を
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（
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方

財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を

求
め
る
意
見
書
（
要
約
）

　

２
０
３
０
年
に
温
室
効

果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度

比
25
％
が
日
本
の
目
標
で

あ
る
。
近
年
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
設
設
置
に
よ

る
開
発
は
里
地
里
山
の
崩

壊
を
加
速
さ
せ
、
そ
の
地

の
生
態
系
・
生
物
多
様
性

を
破
壊
し
て
い
る
。
国
土

保
全
及
び
生
物
多
様
性
を

守
る
た
め
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
施
設
設
置
規
制

法
令
の
確
立
を
求
め
る
。

　

嵐
山
町
は
市
街
地
周
辺

に
里
地
里
山
環
境
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。

　

１
４
８
ケ
所
の
た
め
池

が
あ
り
、
農
業
用
水
利
に

使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
里
地
里
山
環
境
に

は
、
多
く
の
生
物
が
生
息

し
、
生
物
多
様
性
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
保

全
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

町
で
は
国
蝶
「
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
」
の
保
全
活
動
を
し

て
い
る
。
里
地
里
山
環
境

が
人
々
の
高
齢
化
や
生
活

と
の
関
わ
り
が
薄
く
な
っ

た
こ
と
で
維
持
管
理
が
困

難
と
な
っ
た
り
、
開
発
等

の
森
林
伐
採
に
よ
り
里
山

の
環
境
が
崩
壊
し
つ
つ
あ

る
。
嵐
山
町
議
会
は
、
里

地
里
山
づ
く
り
条
例
に
よ

り
、
谷
津
沼
と
里
地
里
山

の
保
全
を
一
層
推
進
す
る

こ
と
を
決
議
す
る
。

く
、
安
定
的
な
地
方
税
体

系
の
構
築
に
努
め
る
こ
と
。

５
固
定
資
産
税
は
市
町
村

の
極
め
て
重
要
な
基
幹
税

で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
を

揺
る
が
す
見
直
し
は
行
わ

な
い
こ
と
。

１
「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
の
た
め
の
３
か
年

緊
急
対
策
の
更
な
る
延
長

と
拡
充
を
行
う
こ
と
。

２
地
方
自
治
体
が
国
土
強

靭
化
地
域
計
画
に
基
づ
き

実
施
す
る
対
策
に
必
要
な

予
算
の
総
額
を
確
保
す
る

こ
と
。

３
災
害
復
旧
・
災
害
関
連

予
算
の
確
保
や
補
助
対
象

の
拡
大
を
図
り
、
財
源
を

安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

提
出
先（
決
議
以
外
）す
べ
て

衆
参
両
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣
他
関
係
大
臣

テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て

財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

４
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う

際
は
人
的
支
援
と
財
政
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

１
地
方
税
、
地
方
交
付
税

の
一
般
財
源
総
額
を
確
保

・
充
実
す
る
こ
と
。

２
地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

３
令
和
２
年
度
の
地
方
税

収
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
万
全
の
減
収
補
填
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

４
税
源
の
偏
在
性
が
小
さ

国
土
保
全
及
び
生
物
多
様

性
を
守
る
た
め
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
設
置

規
制
法
令
の
確
立
を
求
め

る
意
見
書（
要
約
）

地
方
自
治
体
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
着
実
な
推
進
を

求
め
る
意
見
書（
要
約
）

１
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
に
よ
り
書
面
・
対
面
・

押
印
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
は
可

能
な
限
り
オ
ン
ラ
イ
ン
の

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

２
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
、
ク
ラ
ウ
ド

活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

３
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ

嵐
山
町
の
里
地
里
山
環

境
及
び
た
め
池
の
生
物

多
様
性
・
生
態
系
を
守

る
決
議
（
要
約
）

同
意
第
３
号

嵐
山
町
副
町
長
の
選
任

に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

●
提
案
理
由

嵐
山
町
副
町
長
に
髙
橋
兼
次

氏
を
選
任
し
た
い
の
で
地
方

自
治
法
１
６
２
条
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の選

任
の
理
由
を
聞
く

す
で
に
副
町
長
の
経
験

も
あ
り
、
大
き
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
専
門
的
な
知
見

を
お
持
ち
で
お
願
い
し
た
。

な
ぜ
定
例
会
で
な
く
臨

時
会
の
議
案
と
な
っ
た

の
か

事
業
を
一
日
も
早
く
進

め
正
確
な
判
断
も
で
き

る
と
い
う
こ
と
か
ら
。

女
性
の
選
任
は

男
性
、
女
性
と
い
う
こ

と
で
な
く
知
り
う
る
中

で
ベ
ス
ト
と
判
断
し
た
。

ＱＡＱＡＱＡ

「嵐山渓谷」　「トラスト３号地」
「ふるさとの山大平山」＝Ｒ2.10.25

昨年の台風19号谷川橋


